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会社名 株式会社MKI

事業内容
教育訓練事業
人材育成・営業支援コンサルティング

設立 1984年1月27日

所在地
〒107-0072　
東京都千代田区飯田橋4-5-11
パール飯田橋ビル8階

資本金 1億円　

H P https://mki-corp.jp

会社概要



DX化支援ショートACADEMYシリーズは、
10時間構成の「DX化支援研修サービス」のエッセンスを凝縮し、
約60分でDX実践の基礎を学べる短編eラーニングシリーズです。

基本情報

位置付け

学習時間 約60分（10分×6本構成）

提供方式 eラーニング

数多くの研修教材があふれている中で、
どの教材で研修を進めていくか悩まれる企業も多いかと思います。
本格的な教材のエッセンスを取り入れた構成となっていますので、
AI利活用研修とはどんな教材なのかを理解するのに最適です。

概要（サービス）

サービス概要
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概要（サービス）
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価格 8,000円（税抜き）

助成金 対象外



AIの概要と研修後の働き方
基礎的な利用方法
応用的な使い方
利用時の注意点
業務での活用方法①（ケーススタディ）
業務での活用方法②（ケーススタディ）

 カリキュラム構成（10分 × 6本前後）

 カリキュラム構成

各動画は、以下の共通フォーマットで構成：

 特徴：ケーススタディをわかり易く収録
短時間でも「明日から使える」実践ノウハウを展開

各AIツールの活用イメージが具体的に理解できる構成



 DX化支援ショートACADEMYの“価値”
ショートACADEMYの“価値”

 短時間でDXのエッセンスを掴める

60分でAI活用の全体像＋実践の第一歩を理解でき、
忙しいビジネスパーソンでも受講しやすい。

11 AI活用に必要な“基礎〜応用”を網羅

ただのツール紹介ではなく、
 「使い方」→「応用」→「業務活用」まで一気通貫で
理解できます。

22

33 ケーススタディによる実践的内容

現場でのAI利用シーンを想定した
リアルなケーススタディを最低2本収録。

本編（10時間DX化支援研修）との連動44
ショート版で理解、気に入れば「本編で深掘り」という
スムーズな導入～本格活用の導線を設計。

55  低価格で導入しやすい

個人購入にも企業のトライアル導入にも適した価格帯
中小企業にも広く展開可能



期待できる効果（企業導入のメリット）
期待できる効果

 DXリテラシーの底上げ

社員が「AIで何ができるか」を理解し、
DX推進の土台となる共通認識を形成。

11 現場の“使えるAI”スキルが身につく

単なる知識ではなく、
具体的な実務活用例から実践レベルの理解を促進。

22

33 低予算で社内のDX推進を加速

大規模研修の前に、まずは低コストで社員を育成でき
る。

受講後の行動変容が期待できる44
「明日から試すべきアクション」が明確になるため、
 現場でAI活用が進みやすい。



ショートACADEMY：
短編ストーリー × エッセンス抽出版

“本編の入口”として最適な導線

本編：
10時間 × 完全ストーリー形式の大規模研修

本編（DX化支援研修サービス）との違い・関連性

短時間で理解できるように再構成
本編の魅力をコンパクトに体験できる
ダイジェスト版ではなく、ミニストーリーとして成立

まずは気軽に視聴
価値を感じた後に本編へアップセルできる構造
本編の理解が倍増する「予習効果」もあり

DX推進をテーマにした長編ストーリー
業務変革プロセスを段階的に習得
AI活用事例・業務改革のプロセスを網羅

本編との違い・関連性

本編（DX化支援研修サービス）との違い

本編（DX化支援研修サービス）との関連性



LMS機能付きプラットフォームについて
プラットフォームについて

※ 直感的に操作が可能なプラットフォーム設計となっています。受講者の視聴記録も簡単に出力可能です。

直観的に分かりやすいデザイン

結果の管理

視聴する場所を選びません

プラットフォームイメージ

お客様からも「直観的に分かりやすい」という評価を
多数いただいていて安心です

受講者ごとの学習進捗はもちろん、視聴日時の記録を
CSVデータで出力が可能です

PC・スマホ・タブレットで視聴可能です。
視聴する場所を選びません。
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 導入ステップ  導入ステップ

ご契約

利用規約、重要事項説明書の内容をご理解の上、お申込書に記入、捺印をお願いいたします。
受講代金はID発行日の属する月の翌月末日までにお支払いをお願いいたします。

アカウント発行

ID発行依頼書に所属会社名と氏名をご記入下さい。
1週間以内にIDとPW（パスワード）を発行いたします。

受講開始（PC・スマホで視聴可能）

PC、スマホ、タブレットで何度でもご視聴可能です。
視聴期間はID発行後30日間となります。

Step1

Step3

Step2

Step4 本編研修へのステップアップも可能
業務活用のケーススタディがストーリーで学べるDX化支援研修サービスも

　　ぜひご購入をご検討ください。



最後に

DX化支援ショートACADEMYシリーズは、

 「DXに興味はあるが何から始めればいいかわからない」企業に最適な第一歩となる教材です。

・短時間で理解できる

・実務にすぐ活かせる

・本編への導線設計が優秀

当社の強みである、ストーリー型研修 × eラーニングの組み合わせで、

 企業のDX推進を力強くサポートします。
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